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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中央が中空に成形された貫通孔を有するシール基部と、該シール基部の貫通孔の周壁に
接合され、該貫通孔より上側に飛び出した長さは、貫通孔より下側に飛び出した長さより
短く飛び出して成形された外側の筒体と、該外側の筒体の内側に該外側の筒体と同心円を
描くように該外側の筒体と同じ長さに挿入されたカテーテル接続筒体と、前記外側の筒体
の下端縁内側と前記カテーテル接続筒体の下端縁外側とを連接する環状板とからなる注出
口と、前記外側の筒体の先端周縁とカテーテル接続筒体の先端周縁とが同一平面上で熱融
着される密封蓋とから構成され、前記カテーテル接続筒体は、上方に行くに従い先細る形
状であり、且つ前記カテーテル接続筒体の外側には、凸部が形成されていることを特徴と
する軟包装袋用スパウト。
【請求項２】
　前記外側の筒体の上部には、前記密封蓋を剥がした後のカテーテル接続筒体の上端縁を
封鎖する密封キャップが取り付けられていることを特徴とする請求項１記載の軟包装袋用
スパウト。
【請求項３】
　前記シール基部の外周には、複数のリブが形成されていることを特徴とする請求項１又
は２記載の軟包装袋用スパウト。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項記載の軟包装袋用スパウトを軟包装袋の注出部として取
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り付けたことを特徴とする流動食用軟包装袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軟包装袋用のスパウトと該スパウトを取り付けた流動食用軟包装袋に関する
ものであり、特には、ガスバリア性に優れた軟包装袋用のスパウトと該スパウトを取り付
けた流動食用軟包装袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、寝たきりの患者などへの栄養補給の手段の一つに流動食がある。流動食は、使用
時に温められ注入用容器に移し代えて投与されている。その際、流動食は細菌に汚染され
る可能性が生じるため、一定の時間内に使い切らなければならなくなる。この問題点を解
決するため、容器に移し代える必要のない、投与バッグ式の流動食用容器、すなわち、直
接カテーテルまたはチューブに接合できる軟包装袋が開発されている。
【０００３】
　この軟包装袋は、例えば、図４に示すように、スパウト（２１０）のスパウトに連通し
てカテーテルやチューブに直接内挿できるカテーテル接続口（２１３）を有している。
【０００４】
　しかしこのカテーテル接続口（２１３）は、ポリエチレン等のポリオレフィン系樹脂を
射出成形して作製されており、しかも、バリア性を有する軟包装袋から突出して取り付け
られているため、全体のバリア性能に悪影響を及ぼしている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、カテーテル接続口を有する流動食用軟包装袋に関する以上のような問題に鑑
みてなされたもので、ガスバリア性に優れた軟包装袋用のスパウトと該スパウトを取り付
けた流動食用軟包装袋を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１の発明は、中央が中空に成形された貫通孔を有するシール基部と、該
シール基部の貫通孔の周壁に接合され、該貫通孔より上側に飛び出した長さは、貫通孔よ
り下側に飛び出した長さより短く飛び出して成形された外側の筒体と、該外側の筒体の内
側に該外側の筒体と同心円を描くように該外側の筒体と同じ長さに挿入されたカテーテル
接続筒体と、前記外側の筒体の下端縁内側と前記カテーテル接続筒体の下端縁外側とを連
接する環状板とからなる注出口と、前記外側の筒体の先端周縁とカテーテル接続筒体の先
端周縁とが同一平面上で熱融着される密封蓋とから構成され、前記カテーテル接続筒体は
、上方に行くに従い先細る形状であり、且つ前記カテーテル接続筒体の外側には、凸部が
形成されていることを特徴とする軟包装袋用スパウトである。
【０００７】
　このように請求項１記載の発明によれば、中央が中空に成形された貫通孔を有するシー
ル基部と、該シール基部の貫通孔の周壁に接合され、該貫通孔より上側に飛び出した長さ
は、貫通孔より下側に飛び出した長さより短く飛び出して成形された外側の筒体と、該外
側の筒体の内側に該外側の筒体と同心円を描くように該外側の筒体と同じ長さに挿入され
たカテーテル接続筒体と、前記外側の筒体の下端縁内側と前記カテーテル接続筒体の下端
縁外側とを連接する環状板とからなる注出口と、前記外側の筒体の先端周縁とカテーテル
接続筒体の先端周縁とが同一平面上で熱融着される密封蓋と、から構成されているので、
カテーテル接続筒体部分は注出口に内蔵されているので、ガスバリア性は密封蓋により担
保されているし、密封蓋を開けてカテーテル接続筒体にカテーテルを挿入するのみで、内
容物を取り出すことができる。
【０００８】
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　削除
【０００９】
　また、請求項１記載の発明によれば、前記カテーテル接続筒体は上方に行くに従い先細
る形状であるので、カテーテルを注出口に取り付ける際、カテーテルのカテーテル接続筒
体への取り付けが容易である。
【００１０】
　削除
【００１１】
　また、請求項１記載の発明によれば、カテーテル接続筒体の外側には凸部が形成されて
いるので、取り付けたカテーテルがカテーテル接続筒体から外れにくい。
【００１２】
　本発明の請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記外側の筒体の上部には、前
記密封蓋を剥がした後のカテーテル接続筒体の上端縁を封鎖する密封キャップが取り付け
られていることを特徴とする、軟包装袋用スパウトである。
【００１３】
　このように請求項２記載の発明によれば、筒体の上部には、カテーテル接続筒体の上端
縁を封鎖する密封キャップが取り付けられているので、一度密封蓋を剥がした軟包装袋用
スパウトであっても、容易に密封キャップで再封鎖することができる。
【００１４】
　本発明の請求項３の発明は、請求項１、２の発明において、前記シール基部の外周には
複数のリブが形成されていることを特徴とする、軟包装袋用スパウトである。
【００１５】
　このように請求項３記載の発明によれば、シール基部の外周には、複数のリブが形成さ
れているので、スパウトを軟包装袋に取り付ける際、熱融着を比較的容易に行うことがで
きる。
【００１６】
　本発明の請求項４の発明は、請求項１ないし請求項３のいずれか１項記載の軟包装袋用
スパウトを軟包装袋の注出部として取り付けた流動食軟包装袋である。
【発明の効果】
【００１７】
　このように本発明の軟包装袋用スパウトは、カテーテル接続口を注出口の内部に内蔵し
た形態をとっているので、密封蓋を開封しない限りはガスバリア性に影響を与えることは
ない。また、この軟包装袋用スパウトを使用した軟包装袋は、ガスバリア性に優れ、流動
食用の軟包装袋として有用である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明を一実施形態に基づいて以下に詳細に説明する。
本発明の軟包装袋用スパウト（１０）は、例えば、図１に示すように、中央が中空に成形
された貫通孔を有するシール基部（１１）と、このシール基部（１１）の貫通孔の周壁に
接合され、該貫通孔より上側に飛び出した長さは、貫通孔より下側に飛び出した長さより
短く飛び出して成形された外側の筒体（１２）と、この外側の筒体（１２）の内側に外側
の筒体（１２）と同心円を描くように外側の筒体（１２）と同じ長さに挿入されたカテー
テル接続筒体（１３）と、外側の筒体（１２）の下端縁内側と、カテーテル接続筒体（１
３）の下端縁外側を連接する環状板（１４）とからなる注出口（１５）と、外側の筒体の
先端周縁（１６）とカテーテル接続筒体（１３）の先端周縁（１７）とが同一平面上で熱
融着される密封蓋（１８）と、から構成されている。
【００１９】
　軟包装袋用スパウト（１）は、一般的には密封蓋（１８）を除いて、ポリエチレン、ポ
リプロピレン等のポリオレフィン系熱可塑性樹脂を射出成形法などの成形方法を用いて容
易に作製することができる。
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【００２０】
　シール基部（１１）は、軟包装袋（２０）と熱融着し易いように両端を薄くした船形状
に形成されている場合が多い。また、外周には複数のリブ（１１１）が形成されている。
【００２１】
　カテーテル接続筒体（１３）は、図１に示すように、上方に行くに従い先細る形状に成
形しておくことにより、使用時にカテーテル（４０）が挿入し易くなる。また、カテーテ
ル接続筒体（１３）の外周面に凸部（１３１）を形成させておくことにより、カテーテル
（４０）とカテーテル接続筒体（１３）の間に抵抗力が増し、カテーテル接続筒体（１３
）からカテーテル（４０）が抜けにくくなる。
【００２２】
　また、外側の筒体（１２）の上部には、カテーテル接続筒体（１３）の上端縁を封鎖す
るための密封キャップ（１２１）を取り付けておくと密封蓋（１８）を剥がした後の使用
時に密封キャップ（１２１）で再封鎖できるので有利である。これは、図示のようなカバ
ーキャップを被せるタイプのものがより好ましい。
【００２３】
　密封蓋（１８）は、〔外側〕アルミニウム箔／ポリエチレン〔内側〕、無機化合物蒸着
プラスチックフィルム／ポリエチレン、二軸延伸ポリプロピレンフィルム（印刷層）／無
機化合物蒸着プラスチックフィルム／ポリエチレン等のガスバリア性に優れ、かつ、外側
の筒体（１２）の先端周縁（１６）とカテーテル接続筒体（１３）の先端周縁（１７）と
の熱融着性に優れた複合フィルムが好ましく使用できる。
【００２４】
　なおここで記した無機化合物蒸着プラスチックフィルムとは、一軸ないし二軸延伸され
たポリエチレンテレフタレートフィルム、ナイロンフィルム、ポリオレフィンフィルムな
どの延伸フィルム上に、酸化アルミニウムや酸化ケイ素などの無機化合物の薄膜を物理蒸
着あるいは化学蒸着などの蒸着法により２０～１００ｎｍ程度の厚さに設けた蒸着プラス
チックフィルムのことをいう。
【００２５】
　このような構造からなる軟包装袋用スパウト（１）を取り付ける軟包装袋（２０）に使
用するフィルムとしては、ガスバリア性や耐突き刺し性に優れ、透明性を有する複合フィ
ルムが好ましく使用できる。
【００２６】
　より具体的には、二軸延伸ポリプロピレンフィルム、二軸延伸ポリエチレンテレフタレ
ートフィルム、二軸延伸ナイロンフィルム等の基材フィルムに、高密度ポリエチレンフィ
ルム，未延伸ポリプロピレンフィルム、線状低密度ポリエチレンフィルム等のシーラント
層を積層した複合フィルム（必要に応じて基材フィルムとシーラント層の間に中間層とし
て、既述の無機化合物蒸着プラスチックフィルムやエチレンビニルアルコール共重合樹脂
フィルム等を積層しても良い。）が好ましく使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の軟包装袋用スパウトの一実施例を示す、断面説明図である。
【図２】本発明の軟包装袋用スパウトから密封蓋を除いた状態の一実施例を示す、斜視説
明図である。
【図３】本発明の軟包装袋用スパウトを取り付けた軟包装袋の一実施例を示す、説明図で
ある。
【図４】従来の軟包装袋用スパウトを取り付けた軟包装袋の一例を示す、断面説明図であ
る。
【符号の説明】
【００２８】
１０‥‥軟包装袋用スパウト
１１‥‥シール基部
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１２‥‥外側の筒体
１３‥‥カテーテル接続筒体
１４‥‥環状板
１５‥‥注出口
１６‥‥外側の筒体の先端周縁
１７‥‥カテーテル接続筒体の先端周縁
１８‥‥密封蓋
２０‥‥軟包装袋
３０‥‥内容物
４０‥‥カテーテル
１１１‥‥リブ
１２１‥‥密封キャップ
１３１‥‥凸部
２１０‥‥スパウト
２１３‥‥カテーテル接続口

【図１】

【図２】

【図３】
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